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の微動ステージ (e :. yステージ、 θロステー ジ、 Yステージ、 Xス
テージ)上にあって、その微動回転や微小移動がピエゾ素子で行わ

































e x.e y.e z(arcsec) =:t 1. 833 [x (μm) -15] (1) 
が近似的に成立した。ここでxはピエゾ素子にはりついた歪みゲー
ジセンサーの与えるピエゾ素子の伸びである。符号は第 1図の回転
方向を正とする時、 e ~:は正、他の 2 者は負で、 とれは単にピエゾ素
子の取付位置によるものである。





同様に、 e ::は第 3図のように 1組 2個のピエゾ素子で作ら才し

















第 5図は第 2章で与えた(1)式及び (2)式からの測定値のずれを示
したものである。期待値からのず、れの小さい θxとθFではずれも小
-3ー
第3図 (Jzステージの原理 S1J SJ， S]U S1の板パネによって
中央のステージが四隅の墜に固定されている。一組のピエ
ゾ素子の動き x((J z)がステージの回転角(Jzをつくる。
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結果は第 1表にまとめである。 ごれによれば、 θx-~ ステージ、 ez 
ステージ、 Yステージは O. 1秒角及び O. 1ミクロンという測定
精度の枠内では独立でクロストークは無い。ただ、 e x-yステージ内





3) e ;-;--yステージに現れるクロストークは θy回転軸が θy及びez
回転軸と第6図のようにずれているとして説明できる。即ちey正回
転ベクトルは δe;_及び δθ=正回転を引き起ごし、 ex正回転はZ軸
と直交しているので δey正回転のみを生ずる。 θx及び θvの変動範
囲は (1)式により 55秒角なので、第6図のとと ηは第 1表から次の
ように計算できる。





x (8:1) =0.4→30.1 
x (87) =0.6→30.2 
x (8z) =0.4→29.7 
x (Y) =0.3→14.9 
クロストーク (arcsec)
d 8:1 d 87δ (}z 














= 2.3/55 = 2.40 
η= 0.6/55 = 0.60 







1 )ピエゾ素子によれば、 O. 1秒角及びO. 1ミクロンの微動が
可能である。
2 )ピエゾ素子とステージの聞には、 パネ等による歪みの蓄積があ














5 )再現性が 1秒角を越すような悪さ(要求精度O. 1秒角と較べ
て)であること及び4)の環境効果を考えると、 2 )のセンサーの
取付場所による改善にも拘らず、光電コリメーターを用いて測定す
るような最終段階での監視結果をフィードパックすることがO. 1 
秒角及びO. 1ミクロンの精度を保証するために必要かもしれない。
最後に実験にあたって便宜を計らって頂いた大井製作所の方々に感
謝いたします。また、 レポート作成に先だって国立天文台山下泰正
氏と貴重な議論を交わしたとと、及び、 レポートの表現について船
越康宏氏より有益なコメントのあったととをつけ加えます。
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